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情報活用能力の育成

桜ヶ丘小学校(実践・報告者) 佐藤 貢

「コンピュータ活用」～修学旅行体験を通して～１ 単元名

２ 単元目標

、 。（ ）・自分の画像を取り入れ 調べたことをまとめることができる コンピュータ活用能力

３ 実践の概要

●指導内容

・修学旅行での見学場所について情報を調べる。

・現地で調べる場所を選択して準備をする。

・修学旅行での見学 （使い捨てカメラ、メモ）。

・自分の集めた情報をまとめる。

●本校で５・６年生に指導するコンピュータリテラシー

ウィンドウ操作 最小化 最大化 重ね表示 閉じる数枚のウィンドウを開き、ウィ

ンドウを切り替え操作

切り取り コピー 貼り付け 他のウィンドウ文書にコピー印刷

編集操作 切り取り コピー 貼り付け 他のウィンドウ文書にコピー

インターネットやネッ インターネットの利用（検索等） データベースに送信 データ

トワーク操作 ベースを見る

ワープロソフト操作 中央揃え・右揃え インデント フォント選択 文字のポイント

選択 文字の修飾（強調・斜体・アンダーライン） 表製作 絵

・写真の挿入

その他 インターネットのモラル 表計算ソフトの基本操作

●展開

学習活動 指導（・）支援（○）と評価（◎） 準備資料

１ 本時のめあてを ・自分の撮った写真を使って、調べたことをまと

確認する。 めることを知らせ、進んで学習する意欲を持た

せる。

２ まとめる方法を ・一斉に今日の作業の方法を指導する。 パソコン

プロジェクター知る。 〈指導内容〉

・一太郎スマイルを使用する。

・画像はサーバー－「生徒データ」－「６年」

－「１組」－「修学旅行写真」の中に班ごと

に入っている。

・画像はコピーと貼り付けで取り入れる。

・文の内容は 「興味を持った理由 「調べて、 」

わかったこと 「実際に見た様子 「感想」」 」
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を書く。

◎方法や注意事項を理解したか。

３ 自分のまとめを ・早くできあがった児童には、校正を促したり、

作る。 自分のできる範囲で編集させる。

・近くにいる児童には互いに助け合って作業を進

めるように指導する。

○必要に応じて作業を中断し一斉に指導する。

○個別に作業困難な児童には作業を手伝いながら

進め方を指導する。

◎パソコン操作を理解し適切な操作ができる。

４ 本時のまとめを ・できた作品を紹介しながら、自己評価させる。

する。

４ 成果と課題

文部科学省は「情報化への対応」に対して「高度情報通信ネットワーク社会が進展して

いく中で、子どもたちが、コンピュータやインターネットを活用し、情報社会に主体的に

対応できる「情報活用能力」を育成することは非常に重要です 」とある。ひとつひとつ。

の技術を丁寧に指導し、活用できるまで使い込ませることが大切であると思う。その意味

で使っただけの成果は上がったと思われる。今後、 技術の進歩に後れず、児童に確実IT

な能力を育てられるように指導する者が研修をしていくことが課題であると考える。


